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（５）　原則として原稿の第 1 著者が投稿者となり、投稿できる原稿数は、1 号につき 1 人 1 編とする。投稿者は第








（11）　投稿者用の別刷は 1 編につき 50 部を上限とし、それ以上は投稿者の実費負担とする。
（12）　本誌の編集・発行に関して生じる必要事項については、紀要編集委員会において決定する。
（13）　本誌掲載論文等の著作権は岩手県立大学社会福祉学部に帰属する。なお、著者自身が自分の論文を利用する
ことは差し支えない。ただし事前に研究推進委員会に申し出ることとする。
（14）　本誌掲載論文等はすべて国立情報学研究所提供データベースに書誌情報が登録されることを前提とし、本文
の電子化・公開については、著者が許諾の可否を文書により研究推進委員会に提出するものとする。
２　投稿原稿の種類
　投稿原稿には、次の区分を設ける。いずれの場合も未公刊であることを原則とする。なお、（１）を査読の対象
とする。査読の結果によっては区分の変更を求めることもある。（２）については、形式ならびに表現、用語等を
整えるために、紀要編集委員会による協議を経て採否を決定する。
（１）　研究論文
　　　理論的研究や実証的研究、社会問題や政策などに関する論考などで、「新たな知見」や独創性が見られるもの。
特定分野、領域の理論的展望や研究状況の展望を内容とする総説を含む。
（２）　その他
　　　ケース報告、実践報告、調査報告、書評、資料紹介など、紀要編集委員会が該当する区分を設ける。
３　投稿原稿の受付
（１）　投稿の申し込み・原稿提出の締切日は、紀要編集委員会が適宜定めて公表する。
（２）　投稿原稿は、別に定める「投稿票」を添付して紀要編集委員会に提出するものとする。投稿原稿多数の場合
には、受稿した日付を考慮して紀要編集委員会が掲載方法等を決定する。なお、紀要の編集作業を迅速化する
ために、形式に沿わない原稿は返却することがある。
